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【背景】 
フロントエンドフレームワークは Web アプリケーション開発において，複雑な UI を効率よく作るた

めに需要が高まっている．しかし，種類が多く，進化も早いため人力で比較を行い選定するのは困難

である． そこで，本研究では，フロントエンドフレームワークの選定を補助するシステムを構築し，

選定にかかる負担を軽減する． 
【手法】 
先行研究にて，開発者へのインタビューにより，選定の際に重要視されるいくつかの指標が明らかに

なっている．それをもとに， GitHub, npm などのリポジトリ， StackOverflow などのコミュニティ

からデータを定期的に収集し，定量的に指標を計算した後，フロントエンド開発者であるユーザーに

提示するシステムを構築した．システムの特徴としてはそれぞれの指標をどの程度重要視するのかを

ユーザーが重み付けすることができる点があげられる．これにより，ユーザーのスキル，志向の違い

に対処することが可能となる．提案システムは Web アプリケーションとして次の URL にて提供して

いる．https://tech-choice.web.app/ 
【結果】 
開発した選定補助システムを，実践的なシナリオに基づいて 4 人のフロントエンド開発者に使用して

もらい，半構造化インタビューを行った．インタビューにおける質問はソフトウェア品質の国際規格

である SQuaRE の品質特性に基づいて作成した．その結果，提案システムの機能が有効であること

が明らかになった．とくにそれぞれの指標に対して重みを入力する手法により，提案システムが様々

な開発現場で導入できる実用性があることが示された． 
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